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Ⅰ 「いじめ防止基本方針」について
宮郷第二小学校では、児童の心身の健全な発達に重大な影響を及ぼし、かつ、不登校や自殺な

どを引き起こす等の起因となる「いじめ」を徹底的に排除する。

また、このいじめ問題は、学校が一丸となって組織的に取り込むのみならず、児童の生育・生

活環境等の背景も総合的に勘案し、家庭や地域及び関係機関等の力を積極的に取り組むとともに

密接に連携協力し解決に当たるものとする。

更に、児童にはいじめを絶対許さない意識と態度を育てること、子ども達が現代社会の課題を

見つけ、積極的に対処していくような姿勢を育てることが肝要であることを中心に据える。

よってここに宮郷第二小学校の「いじめ防止基本方針」を国、県、市の「いじめ基本方針」を

受け策定する。

Ⅱ いじめ防止等の対策に関する基本的な考え方
１ いじめ防止対策の基本理念

○全ての児童が目標を持ち、安心して学校生活を送り、様々な活動に取り組むことができるよ

うにする。

○いじめが、いじめられた児童の心身に深刻な影響を及ぼす許されない行為であることについ

て、児童に十分理解できるようにする。

○いじめを受けた児童の生命・心身を保護することが特に重要であることを認識しつつ、学校、

家庭、地域やその他の関係機関との連携の下、いじめ問題を克服することを目指す。

２ いじめの認識

(１)「いじめは、どの学校、どの学級、どの子どもにも起こり得る」という認識を持つ。

(２)いじめが生じた場合には、いじめられている子どもの立場に立ち、絶対に守り通すことを

第一義としつつも、いじめる子どもに対しても、背景を十分調べ原因を取り除けるように

配慮し、毅然とした対応と粘り強い指導を行う。

(３)いじめは人権侵害であり、「いじめは絶対許さない学校」をつくる。

３ いじめ防止教育の推進

(１)学級の係活動、異学年で実施されるクラブ・委員会等を通して、望まし人間関係や互いの

良さが認め合える環境をつくる。

(２)全教科学習をにおいて、協働して課題解決をする活動に取り組むことや、道徳や特別活動

などを通して互いの生命や人権を大切にすることを子ども達に意識できるようにする。

(３)児童会を中心にして、児童がいじめについて自主的・自発的に考え、改善に向けた活動を

発信できるようにし、いじめを身近な問題として考えられるようにする。

※必要に応じた、「子どもいじめ防止会議」の実施

(４)常に危機感を持ち、いじめ問題への取り組みとして定期的な点検をし、改善充実を図る。

※月１回の「なかよしアンケート」の実施と結果の分析・対応

※月１回の「教職員いじめ問題指導チェック」の実施と結果分析・対応

４ いじめ防止相談体制の充実

(１)学校生活での悩みの解消を図るため、教育相談主任を中心にスクールカウンセラーや学習

生活相談員を有効に活用する。

(２)学校の教育相談業務を保護者へ案内し、有効活用を促す。

(３)市の教育研究所の教育相談や市教委学校教育課や県及び関係機関と連携を図りながら、深

刻な事案については迅速に指示を仰ぐ。
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５ 教職員のいじめ防止体制の充実

(１)服務規律チェック表を中心にして、教職員の指導時の言動がいじめを誘発・助長・黙認し

ないようにする。

(２)常に危機感を持ち、いじめ問題への取り組みとして定期的な点検をし、改善充実を図る。

※月１回の「教職員いじめ問題指導チェック」の実施と結果分析・対応

(３)人権教育や道徳教育等と関連させ、いじめの未然防止や早期発見・早期対応、解消に向け

た対応力向上の研修を行う。

(４)校長会や教頭会、生徒指導主任会及び各種研集会でのいじめに関する資料を迅速に共有で

きるように情報提供する。

６ 早期発見に向けて

いじめは、大人の目に届きにくいところで発生しており、学校組織として早期発見に取り組

むとともに、家庭・地域と連携して実態把握に努める。

(１)子どもの声に耳を傾ける。(なかよしアンケート、生活ノート、個別面談 等)

(２)子どもの行動を注視する。(チェックリスト、日常の行動観察 等)

(３)保護者と情報を共有する。(連絡ノート、電話、家庭訪問、ＰＴＡ会議 等)

(４)地域と日常的に連携する。(地域行事への参加、関係機関との情報共有 等)

７ 早期解消に向けて

いじめ問題が生じたときには、詳細な事実確認に基づき早期に適切な対応を行い、関係する

子どもや保護者が納得する解消を目指す。

(１)いじめられている子どもや保護者の立場に立ち、詳細な事実確認を行う。

(２)学級担任等が抱え込むことのないように、学校全体で組織的に対応する。

(３)校長(含：副校長、教頭等)が事実に基づき、保護者に説明責任を果たす。

(４)いじめを行っている子どもには、行為の善悪をしっかり理解させ、反省・謝罪をさせる。

(５)法を犯す行為に対しては、早期に警察、教育委員会等に相談して協力を求める。

(６)いじめが解消した後も、保護者と継続的な連絡を行い丁寧な経過観察で対応する。

(７)必要に応じて、県が設置しているサポートチームの活用を図る。

事実究明のチェックポイント

○いじめられている児童や、周辺の児童の事情聴取は、人目のつかないような場所や時間帯

に配慮して行う。

○安心して話せるよう、その児童が話しやすい人や場所などに配慮する。

○関係者からの情報に食い違いがないか、複数の教員で確認しながら聴取をすすめる。

○情報提供者については秘密を厳守し、報復などが起こらないように最新の注意をはらう。

○聴取を終えた後は、当該児童を自宅まで送り届け、教師が保護者に直接説明する。

▲いじめられている児童といじめている児童を同じ場所で事情聴取しない。

▲注意、叱責、説教だけで終わらない。

▲双方の言い分を聞いて、すぐに仲直りを促すような指導はしない。

▲ただ単に謝ることだけで終わらせない。

▲当事者同士の話し合いによる解決だけを促すような指導をしない。
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Ⅲ 保護者・地域との連携推進

１ 相談窓口の周知

児童や保護者が悩みを相談できるよう、市研究所の教育相談窓口や総合教育センター「いじ

め・生徒指導相談室」」や中央児童相談所「こどもホットライン２４」等、県内の相談窓口の

周知を図る。

２ 情報モラルの啓発

携帯インターネット問題講習会を実施し、保護者に向けた携帯インターネット問題について

の啓発活動を行う。

３ 広報誌やポスターによる情報提供

県教委広報紙やポスター等を通して、保護者や地域と協働していじめ問題の早期発見・解決

に努める。

４ いじめ問題の理解を深めるための広報啓発活動

児童の自主的ないじめ防止活動を実施し、ポスター等により保護者、地域に周知を図る。

５ 学校・家庭・地域の連携体制の構築、強化

社会全体で子どもを見守り育むため、学校支援センターや放課後児童クラブとの連携を図る。

６ 地域ぐるみの対策推進強化

地域の健全育成団体やコンビニ等の商店等と連携して情報の共有化や協働体制を強化する。

Ⅳ 重大事態への対処

１ 重大事態の定義

(１)いじめにより児童の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認められた場合

(２)いじめにより児童が相当の期間、学校を欠席する(年間３０日を目安とし、一定期間連続

して欠席している場合も含む)ことを余儀なくされている疑いがあると認められた場合

(３)児童や保護者から「いじめられて重大事態に至った」という申し立てがあった場合

(「いじめ防止対策推進法」より)

２ 重大事態への動き

(１)重大事態が発生した旨を、市教育委員会に速やかに報告する。

(２)教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。

(３)上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施するとともに、関係機関

との連携を適切にとる。

(４)上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係その他の必要な

情報を提供する。
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Ⅴ いじめ防止等の対策のための組織

１ 組織と組織の主な役割

い じ め 対 策 委 員 会

職 員 児 童 保護者 地域住民 関係機関

検 職員会議 代表委員会 ＰＴＡ運営委員会 学校評議員会 市教委・県教委

証 いじめ対策委員会 学級委員会 ＰＴＡ総会 青少推 弁護士・警察

等 支部長等 児童相談所 等

○学校基本方針に基づく取組の実施や、具体的な年間計画の作成・実行・検証・修正を行う。

○いじめ相談・通報の窓口になり、家庭・地域への周知を図る。

○いじめの疑いに関する情報や児童の問題行動に係わる情報の収集と記録、共有を行う。

○いじめの疑いの情報があった時には緊急会議を開き、いじめの情報の迅速な共有を図り、

関係のある児童への事実関係の聴取、指導や支援の体制・対応方針の決定と保護者との連

携といった対応を組織的に行う。

○本人がいじめを否定したり、周囲がいじめと認識していなかったりする場合も、いじめに

つながる行為に対して適切に対応する。

宮郷第二小学校いじめ対策プロジェクトチーム
【校内組織】・・・学校職員のみのチーム

プロジェクトＳチーム：校長、副校長、教頭

※最終調整・決定

プロジェクトＴチーム：校長、副校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、教育相談主任

（いじめ対策委員会） 養護教諭、各学年１名、関係職員(随時)

※企画・運営・情報交換 等

【拡大組織】・・・外部の専門的な分野のメンバーを加えたチーム

※校長の決定による招集

※地域や家庭環境が要因として絡む問題で、より深刻な問題、

重大事態への対応

プロジェクトＫチーム：Ｓチーム ＆ 関係機関

プロジェクトＷチーム：Ｔチーム ＆ 関係機関

※拡大組織については、必要に応じて保護者や地域住民も参加する
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２ いじめ対策委員会の構成員と役割

【いじめ対策委員会】 ※生徒指導部会が兼ねる

構 成 員 役 割

校 長 ・学校基本方針を提示し、組織が機能するようリーダーシップを

副 校 長 発揮する。

教 頭 ・「いじめは人間として絶対に許されない」という雰囲気を醸成する。

・学校通信や学校のWebページ等で、学校のいじめ防止等の取組
について情報発信する。

・緊急のいじめ対策委員会の開催決定をする。

教務主任 ・生徒指導の機能を生かした授業づくりの推進など、教育課程の

質的な管理をする。

生徒指導主任 ・いじめの問題について校内研修や職員会議で積極的に取り上げ

教職員間で共通理解を進める。

・いじめ問題に関する情報収集と記録をとる。

・関係機関との連絡・調整を行う。

・いじめ対策委員会(定例)を招集・実施する。

教育相談主任 ・教育相談実施状況報告を行う。

・気になる児童への対応の提案をする。

・スクールカウンセラーとの面談計画の提案、調整を行う。

養護教諭 ・保健室における相談状況等を報告する。

・保健室の活用についての提案を行う。

生徒指導部員(各学年１名) ・学年のいじめに関するアンケートの集約、状況報告をする。

・いじめ防止活動についての学年の取組の提案・報告をする。

※必要に応じて、校医、スクールカウンセラー、学習生活相談員、民生委員・児童委員、人権

擁護委員等、問題ケースの実態に応じて構成員に追加する。

Ⅵ いじめ防止に関する年間計画
具 体 的 な 取 組 内 容 や 活 動

取組上の留意点教職員の活動 児童の活動 保護者・地域への活動

４月 ○いじめ防止基本方針や組織 ○学級開き・学級ルー ○いじめ防止対策 ○全教職員の

の検討・確認 ル作り についての説明 共通理解

○第１回いじめ対策委員会 【学級活動・道徳】 啓発 ○学校だより

(学年、学級間の情報交換) ○学習での他者の尊重 【ＰＴＡ総会・懇談会】 や、Webペー
○学年、学級経営案の作成 (聞く、協力する) ○ＰＴＡ運営委員会 ジ等で周知

○なかよしアンケートの実施 【年間】 【通年月 1回】
※児童も通年で月一回 ○登校班の集会で人間

関係づくり

５月 ○第２回いじめ対策委員会 ○児童会あいさつ運動

○なかよしアンケートの実施 開始

分析、対応 ○行事を通した人間関

係づくり【旅行等】

○ハッピータイムによ

る人間関係づくり

○春のいじめ防止強化月間の ○いじめアンケートの

推進 作成【児童会】
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６月 ○第３回いじめ対策委員会 ○いじめ防止フォーラ ○ＰＴＡ寺子屋で ○保護者との

○なかよしアンケートの実施 ムへの参加【児童会】 の人間関係づく 情報交換

分析、対応 ○いじめアンケートの り 【懇談会】

○学校評議員会Ⅰの実施 集計【児童会】 ○学習参観

○いじめアンケートの実施 【懇談会】

７月 ○第４回いじめ対策委員会 ○学校評価アンケート ○ＰＴＡ寺子屋で

○なかよしアンケートの実施 【３～６年】 の人間関係づく

分析、対応 り

○第 1回学校評価アンケート ○学校評価アンケ

の実施 ート

○学年・学級経営のまとめ

８月 ○プルタブやエコキャ

ップ活動のまとめ

【委員会】

９月 ○第５回いじめ対策委員会 ○行事を通した人間関 ○学校評価アンケ ○運動会での

○なかよしアンケートの実施 係づくり ートの結果や対 地域の方々

分析、対応 【運動会】 応策の公表 とのふれあ

いを重視

10月 ○第６回いじめ対策委員会○ ○行事を通した人間関

なかよしアンケートの実施 係づくり【旅行等】

分析、対応 【宮郷っ子】

11月 ○第７回いじめ対策委員会 ○人権週間での人権標 ○いじめ防止対策

○なかよしアンケートの実施 語の作成 についての啓発

分析、実施 ○学級活動の時間に話 【人権週間】

○学校評議員会Ⅱの実施 し合い活動 ○二者面談での情

【各クラス】 報交換

12月 ○第８回いじめ対策委員会 ○学校評価アンケート ○ＰＴＡ寺子屋で

○なかよしアンケートの実施 【３～６年】 の人間関係づく

分析、対応 り

○第２回学校評価アンケート ○学校評価アンケ

の実施 ート

○学年・学級経営のまとめ

１月 ○第９回いじめ対策委員会 ○宮中校区いじめ防止 ○学校評価アンケ

○なかよしアンケートの実施 子ども会議 ートの結果や対

分析、対応 応策の公表

２月 ○第 10 回いじめ対策委員会 ○行事を通した人間関 ○学習参観 ○保護者との

○なかよしアンケートの実施 係づくり 【懇談会】 情報交換

分析、対応 【ボランティアありがとう集会】 【懇談会】

○学校評議員会Ⅲの実施 【6年生を送る会】
３月 ○第 11 回いじめ対策委員会 ○卒業に向けた様々な ○一年を振り返り ○卒業関係や

○なかよしアンケートの実施 活動を通した人間関 子どもの人間関 各学年のま

分析、対応 係づくり 係や成長を振り とめの行事

○学年・学級経営のまとめ ○登校班の集会で人間 返る 等を通し

○学校基本方針を見直し、来 関係づくり 【各家庭】 て、子ども

年度に向けて改善 【ＰＴＡ運営委員会】 達の人間関

係づくりを

進める


